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こ
の
概
報
は
さ
き
に
公
刊
し
た
「
平
城
宮
発
掘
調
査
木
簡
概
報
　
数
回
に
わ
た
る
造
営
が
認
め
ら
れ
る
が
、
東
・
西
を
柵
で
、
北
を

七
」
　
（
昭
和
パ
ー
年
２
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
お
よ
び
平
城
宮
東
院
　
築
地
で
区
画
さ
れ
た
二
つ
の
官
管
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
南

の
南
に
接
す
る
宮
城
外
の
地
域
の
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
　
は
西
面
中
門
の
北
端
か
）
。
こ
の
規
模
は
東
西
８
４
５
、
南
北
　
2
5
2

て
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
収
録
し
た
。
総
点
数
は
1
0
0
点
で
あ
る
。

　
以
下
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況
お
よ
び
形
態
分
類
を
の
べ
本

文
を
掲
げ
る
。

一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

　
第
６
３
次
調
査
（
ご
ら
）
ｏ
）

　
第
６
３
次
調
査
は
宮
域
西
北
部
で
第
い
一
次
調
査
の
北
に
接
す
る
部

分
で
行
な
っ
た
。
検
出
し
た
遺
構
は
建
物
１
４
棟
、
柵
１
条
、
築
地

２
条
、
溝
８
条
な
ど
で
あ
っ
た
。
木
簡
は
東
西
溝
の
９
Ｄ
ａ
心
こ
｀

と
Ｓ
Ｄ
６
４
８
　
３
と
か
ら
合
計
パ
ー
点
出
土
し
た
。

　
こ
の
地
域
は
過
去
六
回
（
第
2
5
4
7
5
0
∴
∵
ソ
論
査
）

に
わ
た
っ
て
行
な
っ
た
発
掘
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

調
査
地
区
は
宮
西
端
部
中
央
北
よ
り
に
わ
た
り
、
南
北
は
西
面
中

門
（
佐
伯
門
）
か
ら
西
面
北
門
に
至
る
約
　
2
8
0
　
ｓ
、
東
西
約

″
で
あ
る
。
　
　
　
こ
の
官
衛
の
性
格
を
考
え
る
参
考
と
な
る
も

の
に
、
こ
の
地
域
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
の
「
内
厩
」
　
（
２
点
）

「
主
馬
」
　
（
２
点
）
が
あ
る
。
内
厩
は
天
平
神
護
元
年
以
降
、
主

馬
は
天
応
元
年
以
降
、
い
ず
れ
も
大
同
元
年
ま
で
存
続
し
た
内
厩
・

主
馬
両
寮
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
域
は
左
右
馬
寮
〈
作

四
万
の
官
箭
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
平
安
宮

「
大
内
裏
図
」
で
は
左
右
馬
寮
は
東
西
一
で
　
（
パ
ー
丈
）
、
南
北
一
Ｓ
I

″
「
い
」
丈
）
の
規
模
で
宮
の
西
辺
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
第
６
８
次
調
査
（
｀
卜
「
」
｛
｝
）

　
こ
の
調
査
は
ボ
ー
リ
ン
グ
場
建
設
に
伴
な
う
緊
急
調
査
と
し
て
、

平
城
宮
東
院
の
南
に
接
す
る
地
域
で
実
施
し
た
。
す
で
に
第
‥
一
一
次

調
査
（
「
年
報
」
一
九
六
八
）
で
確
認
し
た
坊
間
大
路
西
側
溝
の
南

延
長
部
分
を
中
心
に
、
幅
１
０
５
、
長
さ
５
０
″
の
南
北
ト
レ
ン
チ
を

設
定
し
、
建
物
８
棟
、
柵
４
条
、
木
樋
暗
渠
２
条
な
ど
を
検
出
し

1
2
0
″
の
広
さ
を
も
つ
。
　
　
こ
の
地
域
で
検
出
し
た
建
物
群
に
は
　
た
。
木
簡
は
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
５
８
　
７
０
よ
り
７
９
点
、
そ
の
ほ
か
柱

一－１



穴
か
ら
６
点
出
土
し
た
。
ほ
か
の
遺
物
と
し
て
は
鬼
瓦
、
三
彩
施

粕
瓦
片
、
竪
櫛
、
胡
桃
形
の
木
印
、
多
量
の
土
器
類
を
検
出
し
た
。

な
お
墨
書
土
器
に
は
、
「
東
隅
」
　
「
南
隅
」
　
「
東
南
」
　
「
東
北
隅
」

な
ど
位
置
を
示
す
も
の
な
ど
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。

二
、
木
簡
の
形
態
分
類

｀
つ
｝
｝
型
式

｀
つ
｝
い
型
式

｀
こ
｝
ｃ
型
式

｀
Ｏ
Ｑ
｝
型
式

｀
Ｏ
Ｑ
に
型
式

｀
ｏ
ｗ
｝
型
式

短
冊
形

短
冊
形
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

短
冊
形
と
推
定
で
き
る
も
の
。

小
型
矩
形
の
も
の

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
不
明
の
も
の
。

｀
Ｏ
Ｊ
｝
型
式
　
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

｀
ｏ
ａ
Ｑ
型
式
　
　
長
方
形
の
材
の
一
端
が
尖
っ
て
他
端
の
形
態

　
　
　
　
　
　
　
が
不
明
の
も
の
。

｀
ｏ
｀
｝
型
式
　
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ａ
ｏ
｀
Ｊ
型
式
　
　
あ
る
種
の
用
途
を
も
っ
と
推
定
さ
れ
る
木
製

　
　
　
　
　
　
　
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
が
判

　
　
　
　
　
　
　
然
と
し
な
い
も
の
。

ｓ
ｏ
∝
｝
型
式
　
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明

　
　
　
　
　
　
　
し
な
い
も
の
。

Ｓ
Ｏ
Ｑ
｝
型
式
　
　
削
屑

長
方
形
の
材
の
両
端
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
　
三
、
凡
例

れ
た
も
の
。

｀
Ｏ
ｗ
Ｑ
型
式
　
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を

　
　
　
　
　
　
　
い
れ
た
も
の
。

｀
ｏ
ｗ
｀
型
式
　
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を

　
　
　
　
　
　
　
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

｀
ｃ
゛
型
式
　
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
が

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て

　
以
下
、
出
土
遺
構
ご
と
に
本
文
を
掲
げ
る
。
各
遺
構
か
ら
出

土
し
た
木
簡
の
配
列
は
用
途
別
に
記
載
し
、
最
上
段
に
出
土
地

点
（
ア
ル
フ
ァ
ペ
＾
卜
・
数
字
）
　
つ
ぎ
の
段
に
形
式
分
類
記
号

（
本
概
報
で
は
干
位
の
６
を
省
き
、
３
ケ
タ
で
表
わ
す
）
を
そ

れ
ぞ
れ
記
し
た
。

一－２
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